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ＳＤＧｓは認知から行動のステージへ

SDGs認知度
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知っている 言葉は聞いたことがある 知らなかった
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ＳＤＧｓの認知度は、89.4％まで向上

「認知」から「行動」のステージへ
（令和5年度県民ニーズ調査より）

2030年まで残り５年弱。ＳＤＧｓ達成のために…

●地域で活動する多様な主体による積極的な取組が不可欠

●様々な主体と連携することにより、多様な価値を協創する

SDGs達成に向けた取組を加速するために…

※2020年より「行動の10年」がスタート



１ かながわSDGsパートナーについて
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概 要

SDGsの取組等を実施している企業・団体等を
「かながわ SDGsパートナー」として登録し、
本県とパートナーが連携して取組を行う

登録要件

１．経済・社会・環境の三側面すべてに関わる取組を実施していること
２．SDGsの取組等を、対外的に公表・発信していること
３．県のSDGsの取組に積極的に参加し、多様なステークホルダーとの

連携が図れること
４．本県内に事業所を有する企業・団体等及び本県内で継続的（2ヵ年以上）

に事業を実施している者。

１－１ かながわSDGsパートナー制度の概要・登録要件

まだご加入されていない方、県ホームページから申請可能です！



１－２ かながわSDGsパートナー登録者数の推移

登録 随時募集
県HPからお申込み（毎月末締め） ➡ 審査（約１ヶ月） ➡ 結果通知・登録（翌月末頃）

登録者数
1,400者超！
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２ かながわSDGsパートナーのメリットついて



２－１ かながわSDGsパートナー制度のメリット
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１

県の中小企業制度融資による支援

県による対外的な広報・アピール

パートナーミーティングを通じた情報共有、マッチング支援

中小企業のSDGs経営支援

２

３

４

（かながわみんなのSDGs（表彰制度）、本県のHPへの掲載、ロゴの使用等）

（例：かながわSDGsアクションファンド、KIPと連携したSDGs取組
企業の支援等）



２－２ かながわSDGsパートナーミーティング

日 程 原則月１回定例開催

目 的 パートナーのSDGsに関連する取組の拡大、パートナー間のビジネスマッチ
ングの促進、情報交換等

場 所 対面 または オンライン（Zoom）

内 容

１ ＳＤＧｓの取組拡大に関するパートナー間ビジネスマッチング

２ 社会的課題解決に向けた情報交換等

３ パートナーのＳＤＧｓ推進に関する意見交換・議論
（社内におけるＳＤＧｓ浸透の手法等）

４ ＳＤＧｓに関する情報提供
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Ｒ６ テーマ

４月 ＳＤＧｓに関連する事業説明

５月 中小企業の脱炭素化の進め方

６月 企業におけるＳＤＧｓに関する取組の役割とは

７月 健康経営

９月 女性活躍（ジェンダー・ダイバーシティ）

10月 ＳＤＧｓ経営を考える
～発展しつづける企業であるために～

12月 多様な個性を生かす企業経営
～困難を抱えるこども・若者の社会参画や雇用について～

１月
(2月6日)

みんなのＳＤＧｓ取組発表等
＜テクニカルショー・ヨコハマ併催＞

２月 サーキュラーエコノミー（循環経済）の可能性

３月 若者×企業交流会

Ｒ５ テーマ

５月 ウェルビーイング（健康経営）

７月 地域から進める脱炭素社会実現に向けた取組み

８月 子どもの貧困対策～フードドライブ～

９月 中小企業における災害対策（ＢＣＰ）

10月 ダイバーシティ・多様な人材の活用

11月 子どもや若者世代に向けた取組

12月 藤沢市・小田原市・厚木市と合同ミーティング
（各市町村パートナーの連携好事例の発掘・連携促進）

１月
(2月8日)

みんなのＳＤＧｓ取組発表等
＜テクニカルショー・ヨコハマ併催＞

２月 学童保育や学校とSDGｓでつながろう‼
～出前講座・企業見学の手引き～

３月 若者×かながわSDGsパートナーワークショップ
（働きがい・情報発信・プラごみのない街と海）

２－３ パートナーミーティング実施状況
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（参考）ＭＴＧ会場風景 R6.6実施「企業におけるＳＤＧｓの取組の役割とは」
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■第二部グループ会■基調講演



２－４ かながわSDGsパートナー 連携実績
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＜子どもの衣服交換会＞＜子ども食堂支援＞
（食育活動、職場体験等）

＜学童保育と地域企業の連携＞
（ワークショップ、職場体験、ビーチクリーン）

 百貨店のＳＤＧｓ展示会への出店
 乳がん検診促進事業に対する支援契約
 廃棄物を活用した製品開発連携
 困難を抱える若者の就労支援
 食ロス削減推進企業と大手webとの連携開始

他にも…

等々！



２－５ ＳＤＧｓパートナーの連携に向けた更なる支援
これまでの取組と課題

・ノウハウ不足によりマッチングの後押しが不十分
・パートナーのニーズを捉え切れない

・2030年まで5年弱、各主体の取組の加速と具体的アクションが必須

多様化・複雑化する課題に対し、

令和7年度の展開

連携創出ノウハウを持つ株式会社eiicon様と協力

パートナーミーティングの企画・運営に加え、新しいマッチング支援策を展開！
かながわSDGsパートナーの裾野も拡大し、連携の可能性を広げていきます！

よりニーズに合った
支援を展開したい…



２－６ 社会課題解決（ＳＤＧｓ）の担い手育成支援

12サステナブル企業説明会(11月）

ＳＤＧｓネイティブである若者のアイデアや価値観を取り入
れ、社会課題解決に取り組むことは、ＳＤＧｓの推進、
イノベーションの創出やビジネスのチャンスにつながります。

世代を超エール交流会
～SDGsでつながる大学生×企業交流会～(3月）

ＳＤＧｓパートナーと若い世代のマッチング
にも取り組んでいます。



NEW

概 要

SDGsの取組を進めている又はこれから取り組もうという企業・団体等に対し、
ヒントとなる取組を表彰します！
応募いただいた事例は全て県ホームページで公表し、中でも特に他者の参考となる取組は
テクニカルショウヨコハマ内での表彰やリーフレットで紹介します。

募集期間 令和6年10月1日(火) ～令和6年11月30日(土)

投票期間 令和6年12月16日(月) ～令和7年1月20日(月)

表彰の種類

自社・自団体（単独）の取組

(1) みんなのSDGs賞 パートナー等による投票

(2) 神奈川県中小企業診断協会賞

２者以上のパートナーによる連携の取組

(3) 連携賞 有識者等による審査

２－７

令和6年度表彰式(3月）
6つの取組を表彰しました！

秋口から応募
開始！



２－８ 県の中小企業制度融資
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中小企業制度融資とは

中小企業者の皆さまが県内で行う事業活動に必要な資金を円滑に調達できるよう、神奈川県・金融機関・
神奈川県信用保証協会の三者が連携して支援する制度
神奈川県信用保証協会が公的な保証人となり、銀行や信用金庫などの金融機関が⾧期・固定の低利な融資

を行うのが特徴

ア かながわSDGsパートナー
イ アのうち、SDGsの取組に関する事業計画を策定し、計画を実行する者

対象

資金使途 運転資金・設備資金

融資限度額 ア：2,000万円 イ：4,000万円

融資利率 ア:年2.0%以内 イ:年1.8%以内

融資期間 運転資金：1年超10年以内 設備資金：1年超15年以内

信用保証料率 0.35%から1.42%

※詳細は県ホームページをご確認ください。



２－９ 中小企業者のSDGs経営に向けた取組支援

●公益財団法人神奈川産業振興センターがSDGsの推進に向けてカーボン
ニュートラルやDX等に取り組む企業を個別支援

≪公益財団法人神奈川産業振興センター（KIP）問合せ先≫
経営総合相談課 TEL：045-633-5200 Mail:soudan@kipc.or.jp

※詳細は公益財団法人神奈川産業振興センター（KIP）ホームページをご確認ください。
・経営アドバイザーの派遣：専門家派遣で1回11,000円、最大8回派遣（有料）

https://www.kipc.or.jp/business-support/management/adviser/
・企業経営の未病改善アドバイザーの派遣：最大3回（無料）

https://www.kipc.or.jp/business-support/management/mibyo/#section3



３ 登録、更新手続き



３ パートナー登録・継続手続き
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年１回以上、ＳＤＧｓに関する活動実績の報告をお願いします。

※２年間１度も報告がない場合は、登録を削除させて
いただく可能性があります。

• クラウドシステム・マイページよりご報告ください。
• 報告内容は自動的に公表されます。
（パートナーミーティングへの参加、社内ビーチクリーンイベントの実施、
ＳＤＧｓに配慮した新商品の開発、太陽光発電設置 等々、何でもOK！）

登録 随時募集
県HPからお申込み（毎月末締め） ➡ 審査（約１ヶ月） ➡ 結果通知・登録（翌月末頃）

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/bs5/sdgs/partner.html

継続
要件



４ その他の取組



４－１ フードドライブ
家庭等で使いきれない食品を持ち寄り、フードバンク等に寄附することで、食べ物を必要とする方に届ける活動

フードドライブとは？

食べられるにも関わ
らず、使い切れない
食品を、フードバンク
や食品回収拠点へ
寄付

神奈川県の主な取組 フードドライブの課題

フードバンクにて
仕分けや、食品を受
け取る団体との調整
を実施。

子ども食堂や社会福
祉協議会などで、食
品を活用！

企業への説明会

マニュアル・グッズ

県庁フードドライブ

令和５年度は
500㎏以上の
食品を寄附

スポーツチーム連携

2019 2020 2021 2022

401

576
684トン

202

県内フードバンク食品受入量
（県内フードバンク聞き取り調査による）

食品の慢性的不足が課題！！
皆様もフードドライブへの
ご協力お願いします！！
県内の食品回収拠点や食品の寄附条件などの
フードドライブ情報はこちら
https://www.pref.kanagawa.jp/docs/bs5/
sdgs-fooddrive.html

1
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のぼりなど
配布中です

食品等を扱う企業の皆様、常温品、冷凍・冷蔵品のロスがござい
ましたら、フードバンクにおつなぎしますのでご連絡ください。



４－２ 未来応援、アクション（登録商品常時募集中‼）
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未来応援、アクションとは？

「寄附付き商品による
子ども支援」

県へ登録した食品等の寄附付
き商品やサービスを購入する
と、
その売り上げ等に応じて、
企業が県または県指定の
NPO法人に寄附をする仕組み
県でも、登録商品は
・ＨＰ等での公表
・プレスリリース
などを通じて広報に協力

子ども・若者購入者

賛同企業など

寄附

購入 支援

ＮＰＯなど

2
0

また、登録商品はロゴを使っ
ての販売も可能！


